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原 著一
人工気胸による虚脱肺の呼吸運動に

関する研究(第 四報)

第三篇 結核病変 を:有す る人肺に人工気胸 を施 し

た場合の虚脱肺呼吸運動 について

国立療養所春霞園(院 長 工藤 敏夫博士)

田螺 本 善 信
し

京都大学医学部丙科第三講座(損 当 前川 孫二郎教授)

(昭 和26年12月13日 受付)
f

第一章 緒 言

第一篇及び第=二篇において,人 工気胸に よる虚脱肺の

呼吸運 動を,体 積変化の面 より主 と して理論 的に考察 し

てきたが,本 篇において肺臓 に結核性病変が存在 し,又

肋 膜肥厚,肋 膜癒着等を有 する一般 め症 例に射 して人工

気胸 を行った際,そ の虚脱 肺各 部が どの よ うな呼吸運動

を呈するか を描写観察 し,こ れ に理論的考察 を加 えた。

そ して,今 まで に述べ来 った思考課程が,人 工気胸 によ

る虚脱肺 の呼吸運 動を観察考慮す る場 合に普遍妥当性を

有す るものであ ることを確認 した。一

策二章 観 察材料 ならび に観察方法r

昭和22年10月 よ り昭和26年2月 迄 に本院で人工

気胸療法 を実 施 した肺結核患者 の申,27例 について,

第=篇 で述べた方法に より虚脱肺外縁 の呼吸運動 を撮影

、 第1表

した◎深吸気時 および深呼気時 に虚脱肺外縁 を描写 した

背腹径Di8tat◎9職phを 整理す るにあた り,便 宜上次 の

4群 に大別 して吟味す ることに した◎

第1群 深 呼吸時,虚 脱 肺外縁が ほぼ一様 に高度の呼

吸運動を行っている もの。ただ しこの群 には,肋 膜癒 着

が全然ない ものおよび肺尖部,横 隔膜i部に軽度の癒着を

有す る ものぷ含まれ ている。

第2群 深呼吸時,虚 脱 肺外縁が ほぼ一様 に呼吸運 動

を行っているが,そ の程度が第1群 程高度でない もの◎

ただ し,本 辞 におけ る肋膜癒 着は第1群 におけ ると同様

の ものの外,肺 尖部膜 状の肋膜癒着 を有す る例 をも含 む。

第3群 深呼吸に際 して も虚脱肺外縁が極 めて僅 か し

か運動 していない もの◎ただ し,こ れ には,種 々の程度

の肋膜癒 着例 を含む。

第4群 深 呼吸時

症 例 撮影年月日 年令 気胸性
9側

肺萎
縮度

肋膜腔内圧
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`甦 コ 肺 萎 縮 度 は,深 吸 気時,虚 脱 肺 外縁 が,ほ ぼ外1ん に あ る もの(十),中1ん にあ

る もの(昔)}内 書ん にあ る もの(帯)と す るo
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虚脱肺 外縁が 部分的

に著 く異 なる呼吸運

動 を行 っ て い るも

のoこ れ にも種: の々

肋膜癒着 のあ る例が

含 まれてい る。

第三≡章

観 察 成 績

並 び に 考 按

第一節 深呼吸時

肋膜腔内圧が陰

圧 と陽圧 との聞

に動揺 す る例 に

おけ る虚脱肺 ・

横 隔膜 。縦隔膜

簿 の呼吸近:鍛お
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第2表

症 例1撮 醐 日
.

仔》■ ・24,5,15
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X線 学的肺臓 内病竃
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上1ん野細葉性増殖性
陰影

肺紋理高度増強,軽
度肋膜肥厚

肺教理増強

肺紋理増強

全野増殖:性陰影,肋
膜中等度肥厚

全野増殖性陰影,肋
膜中等度肥厚

肺紋理増強,肋 膜軽
度肥厚

肺尖部増殖性陰影
肋膜中学度肥厚

上野増殖性陰影,肋
膜軽度肥厚

全野増殖性索状陰影
肋膜軽度肥厚

第3表

li

症 例1撮 影 年 月 日
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肋膜腔内圧

一20,十7

一16,十16

一一37,十6

一12,十1.5

X線 学的肺臓内病竃
の位置並びに性質

全野 細葉性増殖:性陰
影,肋 膜 高度肥厚 、

揮粥 簿陛勢影

影 下線 気肺騰

上野増殖性陰影

X線 学的肺臓内病寵
の位置並びに性質

上葉部硬化萎縮性陰
影

上部小葉桂巽葉状陰
影

よび,こ れ等相

互の関係

前章に述べた よ う

に,27例 の肺X線

Dis捻 加9τ叩hを 第1

群 乃至第4群 に分数

し,各 辞別 に,そ れ

ぞれ第 艮図乃至第4

図に掲 げたつ又,各

例 の整理上 の符号,

姓,撮 影年月 圓,年

令,性,気 胸の側,

肺萎縮度,撮 影時肋

膜腔内圧,x線 学的

肺臓 内病竃の位置 な

らびに性質等 を分類

群別 にそれ ぞれ,第

1表 乃至第4表 に掲

げた。

本 篇で取扱つた例'

は,普 通一般 の例で

あって,1例 を除い

た残 り全 例 に お い

て,肋 膜腔 内圧が深

呼吸時,陰 圧 と陽圧

との聞に動 揺 してお
き コ

り,中 には0を 中心

第4表

症 例 撮影年月日

24,3,5

年余

30

性

♂

気胸
の側

右

腕萎
縮度

十

肋膜腔内圧

「5,十9

㈲ ■23,3,・81421♂1右+一18,+s上 部混合性陰影

㈲■{2隅28 25 ♂ 左 一一12
,一2

㈲ ■25,・ …313・lal左{+一14,+5i上 半騨 殖 機 影

{ノ}■ 隔25,11,・13 29 舎 右 静 _・島+10上 葉部下葉部増殖性繊維 性陰影

㈲■(■)12鋳 ・L・3;24i舎 同 割 鴫+8陣 埋樋
1

、一として強い動揺 を示0

してい るの もある。

これ等 の虚脱肺呼吸

運動 を考 察 す る場

合,第 一・篇,第 二篇

で述べ た転位点の位

♂置 を念頭に置かねば

ならない◎ この点の

前後においで虚脱肺
●横隔膜 ・縦隔膜の

運動を検討す る必要

にせまられ る。 とこ

ろが∫われわれは,

転 位点 におけ る肋膜

腔 内圧 を予め知 るこ

とが 不 可 能 である

故,便 宜上,肋 膜腔

内圧が0を 境界 とし

て,こ れ より深 呼気

時最 大陽圧 になるま

での呼 吸区間 におい

2一 一 一
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＼
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てDistatogmphを 撮影 し,こ 札 と,同 一例で深 呼吸区

間 で撮影 のDistatographと を 比較観察す ることに し

た◎ このよ うに肋膜腔 内圧 を陽圧区間 に変化せ しめて撮

影 した例 を,第5表 及び第5図 で示 したC

まず縦隔膜の呼吸性移動 を認めた例を見 ると,一 般 に

深呼吸時撮影のDistatogmphの 方 は,肋 膜腔 内圧が陽

圧区間 に撮影 した 瑛st蕊t◎graphよ り煙 かに大 きい振幅

を示 してい る。が殆ん ど等 しい ともいえる程度であ る○

この事実 は次の事柄 を物語ってい る。す なわち,縦 隔膜
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第5表

症 例

(・)動

(ホ)'

(ト)1

(レ)ノ

(ヲγ

(ノ)ノ

撮影年月日

26,2,13

26,2,16

26,2,13

26,2,13

24,6,17

26,2,16

(ヰ)' !26,島 、6

卸

年 令穂

24

28
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28
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30
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性

合

♂

舎

♂

♂

♂

気胸
の側

右

左

左

左

右

右

左

肺萎
縮度

十

号

十

帯

肋膜腔内庄

0,十11

0,十7

0,十5

0,十12

0,十14

0,十20

0,十20

X線 学的肺臓内病竃
の位置並びに性質

上野放線状索状陰影

鎖骨下早期浸潤像

一
中野外側増殖性陰影

全肺野増殖性索状陰
影,肋 膜肥厚

上葉部硬化萎縮性陰
影

上葉部下葉部増殖性
繊維性陰影

上半野増殖:性陰影

ノ

¥`

第5図

〈 の ノ

0,十11

ノ＼

(承)1

0,十7

(の ノ

0,十12

～

7

(ラ ン1

0,十14

(ヰ)ノ

0,十20

(ト)ノ

0,十5

(ノ ン

0,十20

は,肋 膜腔内圧が陰圧の範囲

内に変化している呼吸区間で

は,余 り移動せずプこれが陽

圧の範囲内に変化する呼吸区

間に,可 動振幅の大部分の幅

を動くということであるo

次に横隔膜の上下運動を見

ると,深 呼吸区間で正常な運

動 とほ とん ど変 らない程大幅な上下運動 を行 う(ヰ)例,

かな り運動 す る(ロ)(ラ)の 例,僅 か に運動 の認め られ

る(累)a(ト),(レ),(ノ)の 例解 が あ り,各 々個人条件

ノ

運動 を現わ してい るが,こ れ は,深 呼吸時に も横 隔 膜

の運動を余 り行 わない呼 吸 様 式 をとった もの と考 えら

れ,む しろ例外 と して取扱って良いであ ろ う。 すなわ

ち,深 呼吸に際 し,横 隔膜が中等度 乃至高度 に運動す

る例では,横 隔膜は肋膜腔 内圧が陰圧 の範囲 内に変化す

る呼吸区間 にその可動振幅の大半 の幅 を運 動す る。この

事 は,前 述の縦隔膜 の呼吸性移動 とは全 く逆 の関係 にあ

るo

次 に,虚 脱 肺外縁 の呼 吸運動 について見 ると,第1群

に属す る(ロ)と(ホ)の 例 では,虚 脱肺外縁が著明に

運動 してい るが,第5図 で も(ロン,(ホ)ノ で分 るよ うに

虚脱肺外縁はかな り運動 してい る。 ところが他 り(ト)',

くレ)ノ(ラ)'(ヰ)'(ノ),等 では,虚 脱肺外縁の運動が

極めて小 である6こ のよ うな差違 の起 る原因は次 の考察

に より理解 し得 る。すなわち,虚 脱肺 の体積弾性率は肋

膜腔 内圧が0よ り増 加 して転位点迄 の呼吸区間では,こ

れが陰圧の範囲内で示す ものとの聞 に大差がないが,転

位点 を境 と して,こ の絶 対値が急激 に増加す るものであ

る。従って,第5図 のDi8tato913phで は,肋 膜腔内圧

が0よ り転位点迄の聞に移動 した虚脱肺外縁が描写 され

てお り,肋 膜腔 内圧が これ より増加 する呼吸区間では,

肺臓 の縮小 はほとん ど起っていない ものと解す る事がで

きるのであ る。(ロン,(ホ γ 以外 の例では,こ の転位点

での肋膜腔 内圧が0の 近傍 にあ るため に,虚 脱 肺の運動

の容易 な呼 吸区間がほ とん どな く,従 ちて虚塵肺外縁の

運動が ほとん ど認め られないのである。かか ることは,

肺臓肋膜 に肥厚が起つた り,肺 全体 に結綴 組織の増殖が

起っていた りす る場合に生 じ得 ることは,第 一篇の実験

で寒証 したところであ る◎

以上,本 節における観察 を小指す ると,次 のよ うにな

る。すなわち・深呼吸の際 ・肋膜腔 内圧が陰圧 と陽圧 と

の異 なるにつれて種

種 なる上下運動 を行

ってい るoと ころカ㍉

第5図 で,0こ れ等横

隔膜は,肋 膜腱 内圧

が 十20〔97!伽2〕に達

す る(ヰ)例 もあるの

に,横 隔膜1きすべて

僅 かに運動 を認 めら

れ るか,あ るい は頁

全 く運動 を認め られ

ないoた だ し深呼吸

時,僅 かに運動 して

いる(ホ)の 例 では,

陽圧 区間撮影のD蝕

tat◎graphで も,ほ

とん ど同程度の上下

一 一4一 一一
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の聞に動揺す るよ うな人工気胸例においては,深 呼吸区

間を,深 吸気時 よ り転位点迄 の呼吸区間 と,こ の転位点

より深呼気時迄の呼 吸区聞 との二つ に分けて考えると,

前の区聞 では,主 として横隔膜 と虚脱肺 とが運動 して,

縦隔膜 の移動はほ とん ど起 らず,後 の区間では,主 と し

て縦 隔膜 の移動が起 り,横 隔膜の上下運動や虚脱肺 の体

積変化 はほとん ど生 じない。 なお,胸 廓 の呼吸運動 もお

そ らく横隔膜 の呼吸運 動と類似の関係にあるが,こ れ に

ついての確実 な成績 は得 られ なかつ た◎また.後 の呼吸

区間では,前 記の如 く縦隔膜 の左右 移動が起 る故,虚 脱

肺が これ とと もに振子運動 を生ず る場合 もあ り,ま た主

として前部縦隔膜 ヘル ニアが生ず る例 もあ る。 これ は

(カ)の 例 に認め られた。 しか し,前 部縦隔膜の移動が著

明であつて も,虚 脱 肺外側縁 は必ず しもこれ とともに振

子運動を行 うものではない ことが一般的 に認め られ る。

第二節 第1群 に属する例 について

第r群 に属す る観察 例 について,第1図 のDistato-

graphを 見 ると,す べての例に第1表 で示 したよ5な 病

的陰影 を持つ てい るにも拘 らず病竈 のあ る部の肺臓外縁

も,健 常部外縁 とほ とん ど同 じよ うに運動 してい ろ◎た

だ(ト)例 では,中 野病竈 部外縁 の萎縮 が他部 に比較 し

て強 く行 われ てい るだけである。叉(ホ)例 のよ5に 鎖

骨下早期浸潤 を例に対 する人工気胸において,浸 潤部の

肺臓外縁 は,他 部 と同様 に高度の呼吸運動 を強制 されて

いることは,注 目すべき所見 であ る。

要す るに,本 辮 に属する例 は,肺 臓 に部 分的病竈があ

つて も,第 二篇 における健 常肺 とほぼ伺様 に著明な呼吸

運動 を営んでい るのであ る。

第三節 第2群 に属する例 につ いて

第2群 では,深 呼吸時 に虚脱肺外縁がほぼ一様 に参な

りの呼吸蓮動 を示 しているが,第1群 には及ぼない もの

であ る。本節ではジ このよ5な 第1群 第2群 間の虚脱肺

の呼吸運動 の差違の由来す る原因 を探究 しfeい◎

(チ)(り)の 例では,全 肺野に細葉性増殖性病竈 の疎

な撒布 があ り,文,軽 度の肋膜肥厚があることに よ りジ肺

臓の示す拡張時体積弾性率絶対値(以 下 これ を 限{に

て表 わす)が 憎加 している。肺臓 は中等度 に縮小 してい

るが,こ のためにその呼 吸 運 動 が,第1i群 よ り小であ

る。 さらに,(ヲ)(ワ)の 例では,肺 内に前同様 の病竈

があ るぼか りではな く,肺 臓肋膜 にかな りの肥摩がある

ために,そ のlKlは 相当増加 していると考えられ,こ

れは,深 呼吸時に肋膜腔 内圧が強い動揺 を示 している事

実 と符合す る。'ただ し,こ の際,肋 膜癒着は肺尖部 のみ

であつ て,広 い肋膜腔 の存す ることを念頭 に置いて考 え

るぺ きであ る◎

次に,(ヌ)(ル)の 例であるが・導れ は・前者 と趣 を

異に し,肺X線 写真の上か らも・深 呼吸時肋膜腔 内圧変

化の少ない点 からも,肺 臓 のIKlの 増加が あるとは考・

えられ ないに も拘らず,第1群 よ り虚脱肺外縁 の呼吸振

幅 の小 さい原因の主 なるものは,肺 の虚脱度 の小 さい こ

とである◎勿論 この時,虚 脱肺の呼吸時体積変化は充 分

に維持 されてい る筈 であ る◎次の(カ)例 においては,

深 呼気時 に高度の前部縦隔膜 ヘル ニアが証明 され るeこ

れが,気 胸側胸腔容積変化に対 しかな りの緩衝作用 を持

ち,肺 臓の虚脱 度が かな り高 くいわば陽圧気胸 の傾向の

あ ることと相侯つ て,虚 脱肺の呼吸運動が第1群 程著明

に起 つていないのである◎

次 に(ヨ)(タ)(レ)の3例 は,い ずれ もか な り強

く肺臓が縮小 して陽圧気胸の傾 向が あ り,肺 尖部 に肋膜

癒着がある。また,肺 臓肋膜が相当に肥厚 し,肺 臓 内に

も全面的 に結締織増殖が認 められ るから,肺 臓 の 示 す

IKl{ま,か な り大 きい ものであることが想像 され る。

この ことが,虚 脱 肺呼吸運動 を第1群 よ り少な くした理

由であ り,ま たDistatographが 示す よ うに,横 隔膜 の

上下運動 の制限 されている理由で もある◎

第 四節 第 言群に属す る例について

本群 に属す る例 を第3表 及び第3図 に掲げた。(ソ),

(ッ),(ネ)の3例 では,い ずれ も肺 上部 に肋膜癒着が あ

るが相当広い肋膜腱 を有 し,ま た,高 度な禰 蔓性病変 を

肺 内に有 し,(ソ)例 では,高 度 の肋膜肥厚を伴つ てい

る。従つて,い ずれ の肺臓 も,そ のiK!が 非常に大で

ある筈 である◎そ して,深 呼吸時肋膜腔内圧の変動 も著

明である。また,横 隔膜の上下運動 もほとん ど認 められ

ない。ただ(ッ)例 では,左 肺下 部が,縦 隔膜 とともに
'軽度 の振子運 動を行つてい るが

,肺 臓 自身 の伸縮は,や

は りほとん ど認め られ ない◎次 に(ナ)例 であるが,こ

れ では,肺X線 写真 でiK[の 増加を思 わせ る所見を見

出 し得 ない し,背 腹径Distatographで 側胸部に広範 な

肋膜癒着が あつて肋膜腔が狭め られ てお り,横 隔膜の上

下運動がか な りの幅を持つてい るに も拘 らず,虚 脱 肺外

縁 の運動 を認め られないのであるから,本 例 では虚 脱肺

の他 の部分が,か な り運動 してい ると見倣 して よいであ

ろ う◎

第 五節 第4群 に属す る例 について

本群に属す る例 を第4表 及び第4図 に示 したが,本 群.

には,肺 臓 の部分に より呼吸運動を異 に してい る例 を集

めた。(ラ)(ム)の 例では,右 肺上葉部 の呼吸運動が少

な く,申 下葉部の呼吸蓮動が著明である◎今 ここで,上
へ

葉 部 と中下葉部 とを切 り離 し,別 々に同一胸腔 内にあ る

と考 える。上葉部 のlKlは,中 下葉部のiKIyよ り遙

か に大 であ り,両 者はともにHookeの 定律 に従つて伸

縮ず るものであるか ら,肋 膜腔 内圧があ る一 定の陰圧 を

示 して肺臓が釣合静止の状態にある時 には,両 者はおの

おのその無歪位置 よ り任意に拡張 して,こ の圧 力 と釣合

つていなけれ ばならない。 これが選択気胸の 成 因 で あ

る。そ して,胸 腔 の容積変化に対す る両 者の体積変化の
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割合は,そ のIKiに 反比 例 し,そ の無歪体積 に正比例

して行われ る筈 である。従っ て,病 竈の存 在する肺部分

の呼吸運動 は,健 常部分の呼吸運動 よ り小 となる訳であ

る◎そ して,健 常部の呼吸運動 に関 しては,肺 臓全体が

健常である場合 よ りも,病 変部分が多 く存在 して い る

程,そ れだけ多 く,そ の呼吸運 動が代償的 に強化 され,

肋膜腔 内圧 の呼吸性変化 は,そ れだけ大 とならねばな ら

ない◎

以上 のよ うな考察が本群の例にあてはめられ る◎従 つ

て,以 下簡単 に記す ることとす る◎

(ウ)(ヰ)の2例 では,肺 尖 部に肋膜癒着がないた

め,肺 上野 にかな りた滲出性 を帯 びた陰影が あるのに,

この部 の伸縮運動 もかな りに認め られ るが,横 隔膜は著

明な上下運動 を行つ ているか ら,申 下肺部 の伸縮は非常

に激 しい ことがわか る。(ノ)の 例では,右 肺中葉部のみ

がほとんど健常に近 く,強 い呼吸逮 動を強制 されている

珍ら しい倒であ る◎(オ)の 例 では,上 葉部 に帽状の肋膜

癒済が あ り・ この部の肺運動は・上部胸廓 に附着 して行

われ る故小であ り,上 葉下縁 と,中 下葉部外側縁 とが全

く別別 の方向に強い蓮動 を行つてい るのである。本例 で

は,両 部に著 明な病変が認め られないか ら,そ あ1 .Kl

は余 りに増加 してい ない と思われ る。にも拘 らず,肋 膜

腔 内圧 の呼息時増加 の起 るのは,肋 膜腱が限局 されてい

るために可動肺部が小 とな り,呼 息運動時 に,早 期 に虚

脱肺外縁が無歪位置迄縮 小せ られ ること に 由 る のであ

る◎ 噛

総 括

種 々の結核病変を有 する人肺に,人 工気胸 を施 した27

例 について,人 工気胸 による虚脱肺の呼 吸 運 動 をX線

Distatographieに よ り観察 し次 の成績 を得た。

・1)ま ず,肋 膜癒着がほ とん どな く,肋 膜腔内圧 が深

呼吸時 に陰圧 と陽圧 との問に 動 揺 す る一般の例につい

て,虚 脱肺 ○横隔膜 。縦 隔膜 ・胸嵐等の運 動相互 の関係

を観察 した◎すなわち,肋 膜腔内圧が深 吸気時最大陰圧

の時 と,個 体特 有の転位点迄 の聞の呼吸区間 では,主 と

して虚脱肺 と横隔膜 との呼吸運 動が生 じ,縦 隔膜 の左右

移動 はほとんど生 じない◎ この転位点 よ り深呼気時迄 」

呼吸区聞 では,主 と して縦隔膜の左右 移動が起 り,虚 脱

肺,横 隔膜 の呼吸運動はほ とん ど生 じない。胸廓 の呼吸

運動は,お そら く横隔膜 と同様 の態度 を取 るものと思わ

れ る。

2)種 々の例 について虚脱 肺外縁 の呼吸運動を検 討 し

た。早期 浸潤 のよ うに肺の一小部分 のみに病竈を有す る

場合 には,虚 脱肺 は第二篇で述 べた健常肺 と全 く同様の

呼吸逮 動を営 み,従 つて虚脱度が ある程度強けれぼ繋激

しい呼吸運動 を強制 され る。

3)肋 膜癒着がな く,肺 臓全体 に病変が あつた り,あ

るいは肺臓肋膜肥厚があ る場 合には,そ の程度に応 じて

虚脱肺の呼吸運動は減少 し,高 度 になると・伸縮 運動 を

ほ とん ど認 められぬ場合がある。 この時,気 胸側横隔膜

の呼吸運動 は,極 度 に制限 されてい る◎

4)肺 門部 よ り肺外縁 にわた りある程度に広い病変が

あ る場合 には,入 工気胸によ り選択気胸が成立す るが,

その部の呼吸運動は,病 変 の程度 に応 じて小 とな り,こ
ま

れ に反 して,健 常部は,他 部病変 の程度 と広さ とに応 じ

て代償的 に強い呼吸運動 を行5こ とにな る◎

5)肋 膜癒着の存す る場合,虚 脱部の肺臓 外縁 は,そ

の拡張時体積弾性率絶鮒値 の小 なる時,虚 脱 度によつて

は人土気胸に より,や は り呼吸運動を強化 され る。また、

肋膜癒着が他にない場合 よ り,さ らに強化 され る場 合も

ある。

結 語 ・

人エ 気胸 に よる虚脱肺は,そ の呼吸運動 に関与す る諸

条件の如何に より,と きには,激 しい呼吸運動を強制せ

られ,と きには,ほ とん ど呼吸運動 を営まない場合 もあ

る。呼吸時肋膜腔 内圧 の変動 も千態万様 である。また時

には,呼 息時 に,虚 脱肺に強い圧縮 力の作用す る場合 屯

あ る。著者 は,こ れ等の事実を掘 り下 げて研究 して,こ

こに発表 した◎匹これ によ り,従 来 より精密 に,人 工気胸

療 法の作 用機転 を考慮す る根拠 が 得 ら れた 竜のと考え

る。 叢 一"

欄筆にのぞみ,終 始紬懇篤なる御指導御校閲を賜わ

つた恩肺前川孫二郎教授に潔甚の謝意を捧げ,種 御々

指導御鞭髭を戴いた春霞園長工藤敏夫博士並びに厚生

省関誠一郎博士に衷心より謝意を表する。また,X線

写真撮影に御協力を惜まれなかつたレソトゲン技師水

野揚吉氏に深謝する。

(なお,本 論文の要旨は第24回 日本結核病学会,第4

回厚生省医務局研究発表会において発表し渇)
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